
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第５号 

令和7年７月 18日（金） 

 

 さて、生徒のみなさんは夢を持っていますか？ 

 夢とは「将来の目標」のことです。小さい頃から決まっている人も 

いると思うし、まだ何になりたいかわからないという人もたくさんい 

ると思います。 

 ＭＬＢで活躍している大谷翔平選手は高校生の時、「大谷曼荼羅
ま ん だ ら

」と 

呼ばれるマンダラチャート(下図)を作り、目標を達成するための手立て

を整理して具体的に行動し､世界的なスター選手となりました。 

描く未来は自分次第で自由自在 

 

 

今日で1学期が終了しました。あっという間の４ヶ月だったのではないでしょうか。 

１年生は邑楽南中での生活に慣れ、中学生らしい顔つきに変わってきました。これからの成長が

とても楽しみです。 

２年生は、昨年度１年間で心身ともに大きく成長したと感じていましたが、上級生になってさら

に成長を続けているなと頼もしく思っています。２学期からは部活も生徒会も中心的な存在になり

ますね。期待しています。 

そして３年生は、邑楽南中の顔として安心して任せられる頼もしい存在になってくれました。 

ほとんどの人は部活も引退して、次の目標である来年度の進路に照準 

を切り替えて、後悔のない生活を送ってほしいと思います。 

 

「大谷選手のマンダラチャート」 

 

このように夢「目標」が決まると、そのために

「何をすればよいか」が見えてきます。夢はより

よく生きていくための原動力なのだと思います。 

では、夢「目標」が見つかっていない人はどう

したらよいのでしょうか？ 

まずは、自分自身を見つめ直してみることです。

自分は何が得意で何ができるのか、自分は何に興

味があって何が好きなのか、考えてみてください。

自分は短所ばかりで長所なんかないと思っている

人もいるかもしれません。でも短所も見方を変え

ると長所になります。例えば「うるさい」人の見

方を変えると「元気がある」と言えますよね。 

じっくり考えるための時間があるこの夏休み、

自分のよさをたくさん見つけて、その先の「夢」

を思い描いてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雷・ゲリラ豪雨時の下校について 

今年の７月は梅雨も明けていないのに、連日の猛暑に加

え、雷雨が頻発し、さらに記録的短時間大雨情報も発表さ

れました。10日の豪雨では、校区内を流れる新堀川があ

ふれ、一部の道路が通行禁止となりました。 

生徒の下校を早める判断は難しいのですが、雨雲レーダ

ー等の情報をもとに、特に落雷の危険性がある場合には、

今後も下校を早めたり、逆に下校時刻以降まで学校に待機

させたりする措置をとる可能性があります。これまで何度

か「空振り」になってしまったこともありましたが、生徒

の安全を第一に考え、早め早めの判断をしていきます。 

これまで下校時刻を早めた時に、お迎えが必要な生徒に

はご家庭への連絡をするとともに、エアコンの効いた部屋

で待機してもらっていましたが、家の鍵がなくて家に入れ

なかった生徒がいたとのことでご迷惑をおかけしました。

今後はそのような生徒にも学校での待機を促します。 

 

生徒の安全を第一に 

日 曜 行事・その他 

1 金 安全点検日 

2 土   

3 日   

4 月   

5 火   

6 水   

7 木   

8 金   

9 土   

10 日 行事を持たない期間 

11 月 行事を持たない期間 

12 火 行事を持たない期間 

13 水 行事を持たない期間 

14 木 行事を持たない期間 

15 金 行事を持たない期間 

16 土 行事を持たない期間 

17 日   

18 月   

19 火   

20 水 戦没者追悼式 

21 木   

22 金   

23 土 郡新人水泳大会 

24 日   

25 月 作文･ポスター提出 

26 火 作文･ポスター提出 

27 水   

28 木   

29 金   

30 土   

31 日   

 

  

「下校を早めたことでつぶれてしまった授業はどうなる

のでしょう？」というご質問を保護者の方からいただきま

したので、お答えします。 

文部科学省が示している学習指導要領では、各学年の年

間総授業時数は 1015 時間と定められていて、各学校に

はこの時数を下回らないことと大幅に上回らないことが

求められています。本校ではこの時数を下回らないように

あらかじめ余裕を持った教育課程（年間の授業計画等）を 

 

 

編成しているので問題はありません。ただし今後、天候の悪化、地震等の災害や感染症の集団感染に

よる学級閉鎖等で授業時数が不足した場合には、教育課程を組み替えて対応したいと考えています。 

（文責：山口） 

実施できなかった授業について 


